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摘要．封水 トラ ッ プ は排水管内の 悪臭 や害虫 な どの 室内侵入を防止す るため の 設備 で ある，今回，

「わ ん トラ ッ プ 」 を模 した 実験装置 を用 い，5種類 の 害虫 に っ い て ，封水 ト ラ ッ プ が 通過 で きる か ど

うか を検証 した，そ の 結果，ク ロ ゴ キ ブ リ とチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リは 日本工業規格や建築基準法 に定め

られ た封水深 5cm を通過 した．一方，オ オ キ モ ン ノ ミ バ エ ，キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウバ エ ，イ ェ バ エ の

3 種は封水が さ れ て い れ ば基本的 に通過 で きな い こ とが確認 され た．

牛
一

ワ
ード： 封水 トラ ッ プ，わ ん ト ラ ッ プ，害虫，日本工 業規格，建築基準法

医bstract．　 The 　effects 　of 　a 　water −seal 　trap　on 　preventing 　invasion 　of 　harmful 　insects　through

drainage 　pipes　were 　examined 　using 　laboratory 　equipment 　modeled 　on 　a
」
be 工l　trap．

ア’Among

飾 espeGies 　examined ，　Pe吻 tanetaノ褊 ぎg加 05 α and 　Blattela　gemaanicα passed　through 　5　cm 　deep

water ，　the　depth 　designated　as 　the　water ・seal 　trap　standard 　depth　by　the　Japanese　Industrial
Standards　and 　Building　code ．　In　contrast ，　Megaselia　sjりiraculα n

’
s，正）rosophiia 　melanogaster 　and

Musca 　domestica　viCina 　were 　unable 　to　pass 　through 　the　water 　sealing ，　suggesting 　the　bell　trap

is　effective 　against 　flies　but　not 　against 　cockroaches ．

Key 　words ： water 　seal 　trap．　bell　trap，　harmful　i益 sects ，　Japanese工ndustrial 　Standards，　bullding
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は じ め に

　封水 トラ ッ プ は，単に ト ラ ッ プ と も呼ばれ ， 水

廻 り の 排水配管の
一

部に
一

定水位 の 水 （封水）を

封入す る こ と で ， 悪臭や 害虫 な ど の 室内侵入を防
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止 する た め の 構造を 備え て い る．そ の 形状か ら

「P ト ラ ッ プ 」 や 「S ト ラ ッ プ 」， 「わ ん トラ ッ プ

（ベ ル ト ラ ッ プ と も呼ぶ）」な ど と言わ れ る．特に

「わん ト ラ ッ プ」 は床用 の排水 ト ラ ッ プ と して 現

在最 も汎用 され て い る （坂上， 1989）．

　我々 の 調査で は ， 食品工 場の 製造室に お い て 排

水管由来 と思 わ れ る ノ ミバ エ 類が突発的に 捕獲さ

れ る事例 が見 られた．製造室内は定期的に清掃さ

れ 清潔で 乾燥 した状態で あ っ た の で ，
ノ ミ バ エ 類
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の 発生す る可能性が あ る場所は 床下の 排水管 に 絞

られた． しか し，床の 排水凵 に封水 トラ ッ プが 備

え られ て い た こ とか ら ， 捕獲状況を考慮す る と ノ

ミバ エ 類 は封水 ト ラ ッ プ を通過 して い る可能性が

示唆され た．

　小曽根 らはチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リの 配水管を通 じて

の 移動を想定 し （小曽根 ・金山 ， 1996 ），排水管

に見立て たチ ュ
ーブで作 っ た モ デ ル を用 い た

一連

の 実験 に よ り移動通路 や潜伏場所 と して排水管 の

重 要性 を指摘 し て い る （小曽根 ・金 山， 1999 ；

2000 ），また， チ ャ
バ ネゴ キ ブ リが配管等 を通 じ

て ア パ ー
ト問を 移動す る こ とが 報告 され て い る

（Owens 　and 　Bennet
，
1982 ； Runstrom 　and

Bennet，1984＞．さ ら に ，封水 トラ ッ プ で は封水 の

流 出現 象 に つ い て 複 数 の 報 告 が あ る （澤 ら，

1984 ；坂 ．L ・篠原， 1986）， しか しなが ら，何れ

も排水管 由来の 害虫が封 水 ト ラ ッ プ を通過で き る

か ど うか に っ い て 言及 した もの は極め て 少な い．

　そ こ で ，排 水管 由来 の 害虫 に 対 し て ，封 水 ト

ラ ッ プが ど の 程度の侵入防止能力が あ るか ど うか

を検証 したの で，そ の 結果を報告す る．

材料お よ び方法

1． 実験装置

　実験装置 は 「わ ん ト ラ ッ プ」 を模 した もの を作

製 した． プ ラ ス チ ッ ク製の 人型容器 （210 × 150

mm ， 深さ 155　mm ）に水 を張 り，水面に は 供試虫

図 1．実 験 装 置 の 模式図

を入れ た シ ャ
ー

レ （φ55mm ）を浮か べ た．大型容

器 の ブ タ の裏側 に ，孔 （φ0．5mm ，2 個）を開 けた

円筒容器 （φ75mm ，深 さ 120　mm ）を逆 さま に 固

定 した．水面 に浮か ん だ シ ャ
ー

レ が 円筒容器に 入

る よ うに大型容器 の ブ タを閉 じる こ と で ，「わん

トラ ッ プ」内の 空間 に排水管か ら害虫が侵入 して

い る状況 を作 り出した （図 1）．

　ま た ， 大型容器 に 貯 め る水量 を調 整す る こ と

で ，封水深 を e．5　cm ， 1cm ， 3cm ， 5cm の 4段階

を 設定 した．な お，日本工 業規格 （JIS　A 　4002 床

排水 ト ラ ッ プ） と 建築基準 法 （平成 12年告示

1406 号）で は ， 封水深 は 5cm 以 上と定 め られ て

い る．

2． 供試虫

　供試虫 は ク ロ ゴキ ブ リ PeriPlaneta　fuliginosα

（Serville），チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リBlattetta　germanica

（Linnaeus），オオキ モ ン ノ ミバ エ Megaselia　spirα一

cul αris　 Schmitz
，

キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ Dro −

soPhila 　 melanogaster 　 Meigen，イ エ バ エ Musca

domestica　vicina 　Linnaeus の 5 種で ある．何れ

も排水管 な どで よ く見 られ る害虫で あ り，実験室

内で 累代飼育 した もの で あ る．オ オキ モ ン ノ ミバ

エ と キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ の 2 種 は羽化 後問

もな い 成虫を 実験に 用 い た，イ エ バ エ は終齢幼虫

と羽化後間 もな い 成虫を使用 した． ク ロ ゴ キ ブ リ

とチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リは幼虫と成虫を供試 し， 幼虫

は若齢か ら終齢ま で 複数 の ス テ ージが 混在 した も

の と した．

3． 方法

　ク ロ ゴ キ ブ リ は成！k　1 個体と幼虫 2 個体， チ ャ

バ ネ ゴ キ ブ リ は 成虫 3 個 体 と幼虫 8 個体 で 2 反

復実験を行 っ た．オ オ キ モ ン ノ ミ バ エ は成 虫 25

個体 を 1 セ ッ ト と して 2反復実施 したが ，封水深

5cm の 実験で は 10 個体 2 反 復 と した．キ イ ロ

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ は 封水深 O．5　 cm と lcm で は

成 虫 20 個体を，封水深 3cm と 5cm で は 成虫

10 個体 を 1 セ ッ ト と して 2 反復実施 し た ．イ エ

バ エ の 成 虫 は 9〜 11 個体を 1 セ ッ ト と して 2 反

復実施 した ． イ エ バ エ の 幼虫は 13 個体 を 1 セ ッ

ト と して 1反復実施 した．また，供試虫 は実験期
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間中に水を 自由に摂取で き るが ， 餌は与え な か っ

た，

　イ エ バ エ の 幼虫以外の 供試虫は ， 炭酸ガ ス を用

い て 一時的 に麻酔さ せ た状態で シ ャ
ー

レ に乗せ ，

速や か に実験装置へ 導入 した．イ エ バ エ の 幼虫 は

麻酔 させず に 導入 した．

　実験は 28 ℃ の 全暗条件下で 行い
，

12 時間毎に

明所 に て 定時観察 して ，円筒容器外 に脱 出 した個

休数を計数 した．な お ， 試験開始直後は明条件で

約 1 時間 に渡 っ て 行動を観察 し，麻酔 の 効果を確

認 した．そ の 結果，供試虫 は実験開始後 間もな く

活動 を開始 し， 30 分 後 に は大半 の 個体 が活発 に

動き回る様子が 確認 され た ． しか し，
オ オ キ モ ン

ノ ミバ エ の 封水深 0．5cm で 1 個体，キ イ ロ シ ョ

ゥ ジ ョ ウバ エ の 封水深 0．5cm で 2 個体 ， 封水深

1cm で 1 個体，封水深 5cm で 1個体は，炭酸 ガ

ス の影響に よ り死亡 した，また， 4 日後の 観察で

は多 くの ハ エ 類が 死亡 し腐敗す る もの が 出て きた

た め，5 日後の 観察を最後 と し た ．

定時観察の 際，両種は通常円筒容器の 内壁面を歩

き回 っ て い たが，誤 っ て 水面に落下する と泳ぎ周

り，頭か ら水に落下 した 個体 は水中に 潜 っ て い く

様子が見 られ た．特に ， 実験開始直後 の 観察で は

環境 に慣れ な い た めか活発 に歩 き回 っ て お り，水

面 に落 ドし暴れる個体 も多 く見 られ た．た だ し ，

実験期間中で 脱出数に経時的な傾向は確認 され な

か っ た．

　
一

方，オ オキ モ ン ノ ミバ エ ，キ イ ロ シ ョ ゥ ジ ョ

ウ バ エ は封水深 0．5cm で も通 過 で きな か っ た

（表 3，表 4）．定 時観察に おい て ，両種 は何れ も水

面に 落
．
ドす る と もが い て い た が ， 水中に潜る様子

は確認さ れ な か っ た．

　ま た，イ エ バ エ の成虫 も基本的に オオ キ モ ン ノ

ミバ エ や キイ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ と同じ挙動を示

した （表 5），た だ し，実験開始直後に 1個体が脱

出した．こ の個体は水面で もがい て い た際，脚が

円筒容 器 の 縁 に 掛 か っ た た め脱 出で きた よ うで

あ っ た．一
方 ，

イ エ バ エ の 幼虫は 開始直後か ら水

結 果

　 ク ロ ゴキ ブ リとチ ャ バ ネ ゴキ ブ リは封水深 5

cm を通過す る こ とが 確認 された （表 1，表 2）．

ま た ， チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リは封水深が深 くな る に 連

れ，脱出す る個体数が減少す る傾向が 見 られた ．

表 3．各封水深 に おけ る オ オ キ モ ン ノ ミバ エ の 成

　　 虫の 脱出数 （2反復積算値）

封水深 供試数 脱出数

表 1．各封水深 に お け る ク ロ ゴ キ ブ リの 成虫と幼

　　 虫 の 脱出数 （2 反復積算値）

0．5c 皿

lcm3cm5cm

∩
コ

09
臼
0

4552 0000

成虫 幼虫

表 4．各封水深に お け る キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ

　　　の 成虫 の 脱出数 （2 反復積算値）
封水深

供試数　　脱出数　　供試数　　脱出数 封水深 供試数 脱出数

0，5cmlcm3cm5cmワ］
222

1102 4444 3212 0．5c 皿

ユ cm3cm5c

皿

nOQ

》
09

3
ら

Q21

0000

表 2．各封水深 に お け る チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ の 成虫

　　　と幼虫 の 脱 出数 （2 反復積算値）

表 5．各封水深 に お け る イ エ バ エ の 成虫 と幼 虫 の

　　 脱出数 （2 反復積算値）

　 　　 　　 　　 成虫
封水深　　　　　　　　　 一

　 　　 　 供試数　　脱出数　　供試数

幼虫

封水深
成虫 幼虫

脱出数 供試数　　脱出数　　供試数　　脱出数

O．5cmlcm3cm5cmρ06

ハ
0

ρ
Q

2110 16161616 6521 0．5cm

ユcm3c

皿

5cm

ワ臼
−

Q》
Qぽ

2211 1000 3
ら
033

1111 0000
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に落ちた個体は沈む だ けで ， 浮か び上が る様子や

容器 を這い 上が る様子は認め られ な か っ た．

考 察

　今回 の 実験に お い て ， 日本工 業規格 と建築基準

法 に 定 め られた 5cm の 封水深 で は， ゴ キ ブ リ類

の 侵入は阻止で き な い こ とが 明 らか とな っ た． こ

の た め ，排水管経由を経由した ゴ キ ブ リ類 の 侵入

対策に は，別の 方策を併用す る必要が あ ると考え

られた．一
方， ハ エ 類 は トラ ッ プ に水が あ っ て 封

水が機能 して い る限り基本的に 侵入を阻止で きる

こ とが ：確認 され た．

　 冒頭 で 述 べ た製造室内で の ノ ミバ ェ 類 の 捕獲事

例で は ， ト ラ ッ プ の 水が乾燥 して 時折失 われ て い

た こ とが後 日確認 され，水 の チ ェ ッ ク を 開始す る

と捕獲数 は低下 した．状況 に もよ るが ， 封水 ト

ラ ッ プ は 乾燥 に よ っ て 1 日 で 1mm 弱の 水位低

下が起 こ る こ とが報告 され て い る （市川 ・紀谷，

1985 ）， こ の こ とか ら ， 封水 ト ラ ッ プ は 日常的な

チ ェ ッ クが必要と言え よ う．

　 実際，「わん ト ラ ッ プ」は管理状況 の悪 い もの が

少な くな い ．「わ ん」の 破損や錆の 発生 ， 汚れ の 蓄

積 ， 水 の 乾燥 は多 くの 「わ ん ト ラ ッ プ 」 で 確認 さ

れ る も の で あ り，「わん 」自体を撤去 して い る事例

も散見 され る （坂上， 1989 ）．今回の 実験で 用 い

た円筒容器 は滑 らか で 付着物な ど は無 く， 実際の

封水 ト ラ ッ プ に比 べ か な り良い 条件で の 実験結果

と言え る．

　今後 は悪条件下で もハ エ 類の 侵入を阻 ILで きる

か ど うか を確認す る必要がある と考え られ た．
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